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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、琉球王府時代の士族およびその子孫の門中についての今日的な成果(1～4)
と、歴史的な成果(5～7)に分けられる。
(1)士族系門中の全体像の理解（久米系門中の現在、屋取の門中の現在）、(2)門中団体による資料刊行の事業、(3)門
中団体と法人制度の改正、(4)孔子廟移転の調査。
(5)大正時代の『沖縄県「註記調書」集』活用の促進、(6)琉球時代の「家譜」の読解、(7)近世の琉球通事による英・
仏への対応の研究。

研究成果の概要（英文）：The results of this study for Ryukyu Kingdom officers and their descendant groups 
called in Munchuu are divided into contemporary outcomes(1-4), and historic outcomes(5-7).
(1) Comprehensive understanding of Munchuu of today, (2)Study for publication project by descendant 
groups, (3)Analysis on the revision of the corporate juridical person and Munchuu, (4)Fieldwork on the 
moving of the Confucius Temple on Naha.
And (5)Promotion of the use of the documentations of map creation in the Taisho era, (6)Analysis of the 
genealogical records in the Ryukyu era, (7)Historical research on cases of reception to the UK and France 
by the diplomats of Ryukyu Kingdom.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)士族系門中研究の遅れ 
 現在まで続く沖縄の士族系門中は、琉球王
府時代に士身分の固定と家譜の管理とを一
体で行う政策に由来する。今でも毎年家譜の
内容の確認を含めた祖先祭祀が行われてお
り、現代人と歴史の関わりを知るために最適
な研究対象である。 
 にもかかわらず、沖縄の門中研究は十分に
進んでいると思われがちだが実はそうでは
なかった。 
 特に、近世由来の士族の門中が「現在まで
いかに続いてきたか」は長らく課題のままで
あった。研究が進まなかった原因として日本
復帰直後から、都市部にいる士族の門中の成
員を把握することの困難さ、戦争による家譜
の焼失、焼失をまぬがれた家譜も門中内部で
保管され外部に出されなかったことが指摘
されてきた[比嘉 1979]。 
 
(2)門中団体と今日的な新局面 
 多くの戦死者を出した大戦後の門中意識
や系図作りの意欲が高まった時期を経て、都
市化・後継者不足・情報化によって今日、門
中の伝承行為は様々な新しい局面を迎えて
いる。 
 ①その 1つが、民法の法人制度の改正であ
る。父系的血縁集団で、共有財産の管理や祖
先祭祀行事の執行を主目的とする門中のい
くつかは、すでに「公益法人」や「権利能力
なき社団」となっていたが、再度団体として
の社会的位置づけを自己主張し、申請し直す
ことが求められた。 
 ②久米系門中の連合体的な団体である「久
米崇聖会」には、同時進行で 3つの新局面が
迫っていた。1つは既述の法人制度改正(2013
年 11 月申請締切)、2 つは戦中の壊滅から別
の地区（那覇市若狭）に移っていた久米孔子
廟が元々の地区（那覇市久米）に移転する事
業(2013 年)、3つは久米崇聖会の設立 100 周
年(2014 年)事業である。琉球～沖縄史の体現
者の団体にとっての新局面・転換点として、
それらの事業の追跡も求められた。 
 
２．研究の目的 
 
 以上の背景をふまえ、本研究の目的は大き
く分けて、(1)今日の門中の活動実態の分析、
および(2)新局面に対応する門中団体の分析
の 2つである。いずれの門中も近年「積極的
に自分たちの歴史を確認」を行っており、本
研究から人々の歴史や由緒への言及、歴史意
識がどのように変化したかについて、またそ
の変化に最近の歴史認識や価値観がいかに
影響したかついて新知見を得ることを目論
んだ。 
 
(1)今日の門中の活動実態の分析 
 本研究では、沖縄の門中の全体像の理解と

現状把握の進展を目指し、祖先祭祀および歴
史認識という問題を併存させた課題をふま
え、士族系門中の中でも主流とされる「首里
系」だけでなく、「久米系」の門中、さらに
帰農した「屋取」集落の門中を研究対象した。 
 それは沖縄の門中の歴史的・民俗学的研究
における偏りの補完を目指すことにもつな
がる。調査対象の門中については、今日の門
中祭祀の実態、始祖・祖先についての由来伝
承、および門中所蔵の家譜資料や位牌の読解
を進めることを試みた。 
 
(2)新局面に対応する門中団体の分析 
 ①門中団体と法人制度改正： 研究期間中
に進行した法人制度の改正（年表 1）は、沖
縄の現代社会における団体としての在り方
を門中に問い直すものであった。人々の生活
に法制度の改正がいかに影響するのかとい
う実地的な問いが見出された。 
 
1896(M29)年 民法制定。従来の「公益法

人(社団・財団)」の成立 
2008(H20）年 
12 月 1日 

「公益法人」制度改正への
移行期間開始 

2013(H25）年 
11 月 30 日 

移行期間締切 
公益(社団･財団)法人 
or 一般(社団･財団)法人 

［年表 1 法人制度の改正］ 
 
 具体的には、社会に対する公益事業を主張
して公益社団法人となるか、あくまで門中と
して法人格の取得のみを目指し一般社団法
人となるかの2つの選択肢を門中団体は検討
した。これらの選択肢をめぐって、それぞれ
の門中ごとに、これまで／これからの活動と
存在意義をふまえてどのように結論づけら
れたかを追跡することを目的とした。 
 ②孔子廟の移転(遷座式)： 同じく研究期
間中に進行した孔子廟の移転事業は、その管
理団体である久米崇聖会の設立100周年とも
合わせて、琉球～沖縄史の新局面だった。そ
の事業がいかに実現し、実際に遷座式の行事
がどのように執り行われたか、移転前最後の
釋奠(孔子祭)と移転後最初の釋奠をともに
記録し、「孔子廟の引っ越し」という世界的
にも稀な事態を分析することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1)継続的な現地調査 
 目的(1)の今日の門中の活動実態の分析の
ため、研究期間中に継続的な行事の調査を実
施した。主に、4月 5日の清明節(沖縄本島に
おける墓参りのシーズン)に門中の墓参りの
調査、旧暦 5月 15 日の五月ウマチー・旧暦 6
月 15 日の六月ウマチーの現地調査、旧暦 7
月～8月頃の大綱引きの調査(中城村、南風原
町など)、9月28日の孔子廟での釋奠(孔子祭)
の調査で、これに加えて 2013 年 6 月には孔
子廟移転(遷廟)の調査を行った。 



 
(2)史資料の分析 
1.史資料自体のモノとして特徴を明らかに 
2.その史資料に書かれている内容・得られる
知識や情報を明らかに 
3.今日の人々がその史資料を参照する行動
を明らかに 
→書き残されたことを、書かれた当時を知る
資料として用いるだけでなく、それが今日
いかに受容され活用されているかを重視。 

→人々はなぜ書き残すのか、そしてそれをど
う読み返すのかという課題 

［本研究での史資料の分析の基本方針］ 
 
 ①門中「家譜」資料： 収集した家譜の読
解を進めた。特に、各門中が所持している、
琉球時代に漢文で書かれた家譜を対象とし
た。また、その読解成果を当該の門中の団体
に提供し、その受容のされ方も検証した。 
 ②国土地理院蔵「註記調書」： 加えて、
沖縄県における集落研究の基礎資料となる
「註記調書」(国土地理院蔵。大正時代に陸
軍陸地測量部が沖縄県の地図を作成した際
の基礎調査台帳)の分析を通して、近代～戦
前の沖縄県の各集落の原型についての情報
をまとめた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果は、琉球士族という存在につ
いて、その子孫の現状という今日的な成果(1，
4，5，6)と、歴史的な成果(2，3，7)に分け
られ、それぞれが密接に補い合う関係にある。 
 
(1)士族系門中の全体像の理解 
 現在見られる門中を大まかに分類すると、
1．大多数を占める「首里系」の士族の門中
／2．通訳・外交官を輩出した「久米系」の
士族の門中／3．「離島」の士族格の門中／4．
1～2 が近代期に都市部から農村部に帰農し
た「屋取（ヤードゥイ）」の門中／5．農村部
で近代期に1の制度を模倣して成立した民間
の門中の 5つに分類できる(図 1)。 
 しかし、研究が進んでいる分野は、歴史学
による家譜の収集と読解 (1 と 2。3 の一部) 
[田名 2000]や、民俗学・人類学による農村社
会への門中制度の導入、すなわち「門中化」
と呼ばれる 5 の過程の検証に集中していた。 

 
［図 1 今日見られる沖縄の門中］ 

 そこで本研究では、次の①②の門中とその
子孫を重点的に追跡調査し、下記のことを明
らかにした。 
 ①久米系門中の現在(図 1 の 2)： 久米系
門中とは、王府時代に久米村(現･那覇市久
米)に集住し、代々通訳など外交担当を輩出
し続けた家々の総称で、久米村人(クニンダ
ンチュ)とも称する。琉球王府終焉後も、戦
中を経て今日に至るまで、久米崇聖会・久米
同進会等の団体を組織し門中を越えて連携
している点が、首里系門中とは大きく異なる。 
 中でも久米崇聖会が毎年9月に那覇の孔子
廟で共催する釋奠(孔子祭)は、近世の琉装を
近年に復活させたなど、彼ら自身が伝統的な
存在であり、首里･那覇の歴史の中でも特別
な立場を果たしてきたことを強調している。
こうした久米系の子孫の団体や孔子廟の動
向を追跡することを目的として掲げた。 
 このほか、個々の門中ごとに執り行われる、
清明祭・ウマチーなどの祖先祭祀行事、毎年
3 月の学事奨励会などの門中成員の若者に琉
球時代の祖先のルーツを確認させる機会と
いった活動も重視した。 
 ②屋取の門中の現在(図 1 の 4)： 屋取集
落の門中は首里･那覇から農村に移住した士
族の子孫だが、毎年の清明祭やウマチーには
系譜関係をたどって宗家の墓･位牌･家を拝
んでいる。今日も続く、屋取の門中と門中宗
家との交流について包括的に論じた研究は
ほとんどないためその実態を調査した。 
 従来、那覇などの都市部に住む門中宗家の
個人宅を見つけ出すことが困難とされてき
たが、実は農村部に移住している士族の門中
の子孫のほうが比較的見つけやすく、彼らか
ら宗家まで系譜関係を遡っての追跡調査は
方法として有効である。 
 本研究では、士族の門中の大宗、大宗から
分かれた小宗、屋取集落の門中の家々など、
門中の系譜上で様々な位置と役割に当たる
各層の系譜意識や祭祀を検証し、これによっ
て士族系門中の系譜関係の把握や、各層の祖
先観・門中観を明らかにした。加えて、転入
してきた屋取集落の住民とその転入を受け
入れた側のムラの共同の行事の事例として、
中城村当間などの綱引き行事の調査も実施
した。 
 
(2)「家譜」の分析とその成果の提供 
 琉球士族の家譜を一言で述べると、「一門
ごとの男性の履歴書集」で、個々人の王府に
対する貢献が記録されている。本研究では、
家譜史料の読解の一環として、試験的に、図
2のようなグラフ化を試みた。 
 このグラフの構成は、縦は誕生から出世の
頂点である三司官までを示し、横は 1マスが
1年を示している(明･清の年号、琉球の王代、
西暦、日本の年号を配置)。個々人のグラフ
が上下の位置取りで出世の傾向が現れ、グラ
フの角度の緩急が出世のはやさを示す。サン
プルとして挙げた図2は尚貞王代の梁氏門中 



(1669～1709 年。梁氏宗家の 9～11 世)のもの
だが、家譜に載る元祖から琉球王府終焉まで
のグラフを作成し、まず一門ごとの全体的な
傾向を明らかにした。同時代人を一目で比較
できることもこのグラフの長所である。また、
複数の門中の比較も可能となる。 
 なお、このグラフはそれぞれの子孫の門中
団体に提供した。 

[図 2 琉球士族の出世グラフのサンプル] 
 
(3)近世の琉球通事による英・仏への対応 
 上記の家譜の分析の成果の 1つとして、19
世紀の琉球の通事(通訳)たちが、琉球に停留
した英国人･仏国人にいかに対処したかを、
家譜史料から明らかにし、成果を歴史学のシ
ンポジウムで報告した。こうした欧米列強へ
の対応は国家史として議論されることが主
であるため、外交の現場で実際に英仏人と
日々付き合って対応する通事の記録を明ら
かにしたことは評価を受けた。 
 それに加え、上記のグラフを活用して、英
仏の外交経験を、①通事個々人の人生の中に
位置づけること、②代々の家業として位置づ
けることも果たすことができた。このテーマ
は今後も進めていく計画である。 
 
(4)門中団体による資料刊行の事業 
 門中が今日、自身の資料を整理して編纂す
る目的は、家譜の記録をより読みやすい形で
共有し、さらには次代に伝達するためである。
何よりもまず漢文で書かれた琉球王国時代
の家譜の内容を理解するために、その翻訳・
解説を含む資料集が門中の事業として刊行
されている。また、祖先と自分たち子孫の系
譜関係を示すため、王府時代以来の系図と当
代に至る最新の系図がつなげられる。それら
は門中の祖先像の整理と共有であり、祖先と
子孫かつ子孫同士の史縁関係を目に見える
形で提示し確認する作業である。 
 こうして、書き残されてきたものを改めて
書き残すという、今日において過去の歴史と
今後を見据えた行為が可能になった。このと
き、家譜・系図はただ複製されるだけでなく、
いかにして内容をわかりやすく表現できる
かという工夫が凝らされる。家譜資料の翻訳
や刊行は、より具体的な「祖先像」を明らか
にするために積み重ねている。 
 ただし、門中成員の全員が完成した資料の
内容を把握しているとはとても言えない。各
戸に所有された資料について、個々人がどの
ように見ており、手にとって読まれる機会は

どのような時にどんな必要に駆られてかと
いう問いについては課題としたい。 
 
(5)門中団体と法人制度の改正 
 沖縄県下の門中のうち、いくつかは民法の
旧法人制度で法人（社団法人、権利能力なき
社団）となっていた。それが今回の制度改正
に際し、改めて新制度下で公益社団法人にな
るか一般社団法人になるかの決断を迫られ
た。ほかに、これを機に従来に比べて申請が
通りやすくなった一般社団法人格の取得を
検討した門中団体もあった。 
 門中というもとは親族の団体を法人とす
るに当たって、定款の作成、結成の目的・事
業の表明、会員資格の確定、年次の会計報告
など、ともすれば親戚付き合いにはそぐわな
い対応も余儀なくされ、司法書士に相談しな
がら慣れない作業に当たっていた。例えば、
旧来の門中会の会則では目的としてまず挙
げられていた「先祖」について、法人の定款
では事業の一項目に移り、さらに「霊」とい
う表現も削られた。代わりに、定款の目的で
は「共有財産」についてより明確に位置付け
られ、また事業も具体的に項目化された。あ
る門中団体は、会員を門中成員の外に拡張し
公益社団法人となることを選択し、一方、あ
る団体は会員の拡大を必要とは考えず今回
は一般社団法人を選択した。 
 琉球王国時代以来の門中の団体が歴史・時
間をこえて、今日の状況に応じて結集する実
態は、例えば血縁・系譜関係の事実を会員規
定に置き換えつつ、祖先たちの履歴などの共
通の歴史の共有によって結集している。そこ
から見出されるのは、祖先と子孫かつ子孫同
士の史縁関係である。 
 さらに、期待される「子孫像」を体現する
のも門中団体の責務の 1つで、会員のために
資産管理をはじめ多くの事業を行っている。
中でも、清明の墓参りや墓所の修復・整備な
ど、沖縄においてこれまで門中が果たしてき
た祖先に対する子孫の義務を、引き続き門中
団体が執り行うための方策も模索され続け
ていることが確認できた。 
 
(6)孔子廟（久米至聖廟）移転の調査 
年月日 事 項 

2012.9.28 移転前最後の「釋奠」 
2013.6.15 10 時～「久米至聖廟遷座行列」 

同 10 時 40 分～「遷座の儀」 
同 15 時～「久米至聖廟新築落成式」 

2013.9.28 移転後最初の「釋奠」 
[年表 2 孔子廟の遷座の過程] 

 
 孔子廟が那覇市若狭から同市久米への｢回
帰｣の過程とその儀礼的行事について、計画
の準備段階から継続的に調査した。移転(遷
座)当日は、琉装をまとった久米崇聖会理事
らが孔子や四賢子の神位を運ぶための遷座
行列が組まれ、｢孔子神輿｣を中心に、論語の
旗や太鼓、(那覇大綱挽きの際の)旗頭などが



同道して、旧孔子廟から久米の新孔子廟まで
行進した。その構成は中国風というよりも、
むしろ沖縄県下の行事でよく見られる｢道ジ
ュネー｣そのものだった。同様に、遷座の儀
では遷座・上香のあとに、沖縄の空手演武と
旗頭が披露、落成式ではかぎやで風が披露さ
れるなど、沖縄的な盛り上がりで花が添えら
れた。 
 移転前年・当年の釋奠(孔子祭)も調査した。
大きな違いの 1つは、孔子の父ら先人を祀っ
た｢啓聖祠｣への祭祀が移転を機に 69 年ぶり
に復活したことである。 
 
(7)『沖縄県「註記調書」集』活用の促進 
 国土地理院に保管されていた、大正時代の
陸軍陸地測量部による、当時の沖縄の区町村
ごとの註記調書を整理した。同調書には、大
正時代における字および屋取集落の人口・戸
数、地名の読み仮名などが掲載されており、
近現代沖縄の集落研究の基礎資料となるも
のである。 
 2012 年度に中間報告書としてその資料集
を刊行した。沖縄の研究者や沖縄県立図書館、
沖縄県立博物館、那覇市歴史博物館などに提
供した。また、国土地理院地名情報課などの
協力を得て、その画像スキャンデータの活用
も沖縄県関係者に対して進めている。 
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